
カ
ル
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
の
連
携
・
協
働
を
リ
ー
ド
す
る
こ

と
で
福
祉
と
健
康
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
現

の
た
め
の
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
具
体
的
に
「
オ
カ
ナ
ガ
ン
憲
章
」

に
沿
っ
た
行
動
と
し
て
、
大
学
の
長
期
目
標
に
六
つ

の
優
先
分
野
を
戦
略
的
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
制
定
し

た
。
そ
の
六
つ
と
は
、「
協
調
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」「
食
品
と
栄

養
」「
社
会
的
つ
な
が
り
」「
構
築
と
自
然
環
境
」「
身

体
活
動
」
で
あ
る
。
そ
の
行
動
原
則
は
、
表
1
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
へ

の
取
り
組
み
は
、
学
生
や
職
員
に
健
康
教
育
や
健
康

増
進
を
行
う
以
上
の
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
大
学

の
文
化
、
プ
ロ
セ
ス
、
政
策
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
健

康
の
概
念
を
組
み
込
み
、
学
生
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
保
証
し
、
さ
ら
に
は
大
学
を
取
り
巻
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
そ
の
考
え
方
を
広
げ
普
及
す
る
と
い
っ
た

包
括
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

大
学
生
に
対
す
る
健
康
的
環
境
の
提
供

　

多
く
の
大
学
は
、
急
増
す
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
へ
の
ケ
ア
に
苦
慮
し
、
従
来
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
き
た
伝
統
的
モ
デ
ル
で
は
問

題
解
決
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
全
米
三
七
三
の

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
す
る「
ヘ
ル
シ
ー
・

マ
イ
ン
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
」
に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇
―

二
〇
二
一
年
度
の
間
に
、
大
学
生
の
六
〇
％
以
上
が

精
神
衛
生
上
の
問
題
を
一
つ
以
上
抱
え
て
い
る
と
さ

れ
（Lipson, S. K

., et al., Journal of A
ff ective 

D
isorders , V

ol.306, 2022

）、
別
の
全
国
調
査
で

は
、
ほ
ぼ
四
分
の
三
の
学
生
が
中
程
度
ま
た
は
重
度

の
心
理
的
苦
痛
を
訴
え
て
い
る
と
さ
れ
る

（N
ational C

ollege H
ealth A

ssessm
ent, 

A
m
erican C

ollege H
ealth A

ssociation, 
2021

）。急
増
す
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ

ス
へ
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く
の
大
学
で
は

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
予
防
的
方
法
を
模

索
し
て
い
る
。

　

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
の

取
り
組
み
は
、
多
様
な
学
生
に
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
、
学
生
が
学
業
や
そ
の
他
の
面
で

成
功
で
き
る
よ
う
健
康
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
配
慮

し
た
環
境
を
作
る
こ
と
へ
の
啓
発
活
動
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
教
員
目
線
で
作
ら
れ
て
き
た
大
学
文
化
の

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
根
本
か
ら
変
え
、
学
生
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
教
育
機
関
全
体
の
優
先
事
項
に
す

る
働
き
か
け
と
も
い
え
よ
う
。

　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
「
オ
カ
ナ
ガ
ン
憲
章
」
に
基
づ
く
ヘ
ル

ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
へ
の
取
り

組
み
は
八
年
を
迎
え
、
そ
の
成
果
を
検
証
す
べ
き
時

期
に
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
の

取
り
組
み
は
学
生
へ
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
中
心

に
据
え
た
新
し
い
大
学
文
化
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
概
要

　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
以
下
、

Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
は
カ
ナ
ダ
西
部
に
あ
り
、
二
〇
二
三
年

T
im
es H

igher Education

の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
四
〇
位
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
二

位
の
世
界
的
に
卓
越
し
た
研
究
総
合
大
学
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
西
部
に
あ
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス

（V
ancouver; U

BCV

）
と
同
州
内
陸
部
の
ケ
ロ
ウ

ナ
市
に
あ
る
オ
カ
ナ
ガ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（O
kanagan; U

BCO

）の
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有

し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
オ
カ
ナ
ガ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
ユ
ネ
ス
コ
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
を
代
表

に
四
五
カ
国
か
ら
の
参
加
者
が
集
ま
り
、「
ヘ
ル
ス
・

プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
お
よ
び
カ
レ
ッ

ジ
構
想
に
関
す
る
国
際
会
議
」（the 2015 

International C
onference on H

ealth 
Prom

oting U
niversity

（H
PU

）Initiative

）
が

行
わ
れ
た
。三
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
成
果
と
し
て
、

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
へ
の

取
り
組
み
を
促
す
「
オ
カ
ナ
ガ
ン
憲
章
」（T

he 
O
kanagan Charter

：An International Charter 
for H

ealth prom
oting U

niversities &
 

Colleges

）
が
制
定
さ
れ
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
学
長
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ

学
生
連
合
オ
カ
ナ
ガ
ン
代
表
、
そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
西

部
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
地
域
を
同
じ
く
す
る
オ
カ
ナ
ガ
ン
・

カ
レ
ッ
ジ
学
長
や
サ
イ
モ
ン
フ
レ
ー
ザ
ー
大
学
学
生

協
会
代
表
に
よ
っ
て
最
初
の
署
名
が
な
さ
れ
た
。

オ
カ
ナ
ガ
ン
憲
章
と
Ｕ
Ｂ
Ｃ

の
具
体
的
取
り
組
み

　
「
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
構

想
」
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
主
導
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
国

際
的
に
、
あ
る
い
は
各
国
国
内
に
お
い
て
、「
ヘ
ル

ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
世
界
的
な
流
れ
を
受
け
て
、
前
述
の
二
〇
一

五
年
の
国
際
会
議
が
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
行
わ
れ
、「
オ
カ
ナ
ガ

ン
国
際
憲
章
」の
制
定
へ
と
結
実
し
た
と
推
測
す
る
。

　

オ
カ
ナ
ガ
ン
憲
章
の
目
的
は
、
⑴
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ

モ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
の

取
り
組
み
に
関
す
る
最
新
の
考
え
方
、
プ
ロ
セ
ス
や

原
則
な
ど
の
枠
組
み
を
示
し
、
大
学
側
に
目
的
に
向

け
た
行
動
へ
と
働
き
か
け
る
こ
と
、
⑵
対
話
と
研
究

の
た
め
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
行
動
を
加
速
さ
せ
る

た
め
の
地
域
、
地
方
、
国
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
大
す
る
こ
と
、
⑶
す
べ
て
の
政
策
と
実
践
に

健
康
の
問
題
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
国
際
的
か
つ
部

門
横
断
的
な
行
動
を
喚
起
し
、
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
の
継
続
的
発
展
を
促
進
す

る
こ
と　
　

の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
目
的
に

よ
り
、
大
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

学
問
、
文
化
に
健
康
と
い
う
概
念
を
埋
め
込
み
、
地

域
お
よ
び
世
界
に
お
け
る
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
の
行
動
と
協
力
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
へ

の
行
動
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
動
に
よ
り
、

ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
大
学
と
し

て
の
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
、
原
則
、
枠
組
み
を
教
育
全
般

に
浸
透
さ
せ
、
大
学
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
健
康
の
考

え
方
を
組
み
込
む
文
化
を
醸
成
し
、さ
ら
に
は
、ロ
ー

表１　ヘルス・プロモーテングに向けた行動原則
１ 環境とシステム全体の
アプローチ

大学における健康のための環境整備に目をむけさせ、その行動模範を示
す。

２ 包括的かつ全学的なア
プローチ

キャンパスコミュニティの全員に焦点を当てた、相互に関連する複数の
戦略を策定し実施する。

３ 参加型アプローチ 大学のすべてのステークホルダーの意見による解決策や戦略を導き出
す。優先順位により行動への多層的なコミットメントを促す。

４ 学際的なコラボレー
ションとセクター横断
的なパートナーシップ

キャンパス内および地域や世界のパートナーと、分野やセクターを超え
た協力やパートナーシップを構築し、キャンパス全体のウェルビーイン
グのための行動の展開、より広いコミュニティにおける健康増進のため
の知識と行動の創造を支援する。

５ 研究、イノベーション、
エビデンスの情報に基
づく行動

研究とイノベーションによるエビデンスに基づき、キャンパスコミュニ
ティとより広い社会における健康と持続可能性の強化を促す。

６ 強みの認識 アセットベース・健康生成論アプローチによる強みを認識し、問題の理解
や教訓を共有、キャンパス内の健康と福祉を継続的に向上させる機会を
創出する。

７ 地域や先住民のコミュ
ニティの文脈や優先順
位の重視

地域や先住民コミュニティの文脈や優先事項を理解し、弱い立場の人々、
移民や避難民の視点や経験を考慮する。

８ 既存の普遍的責任に基
づいた行動

社会正義、公平な尊厳、多様性の尊重の原則を体現した健康増進活動を行
い、健康決定要因との相互関連性を認識して行動する。
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